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＊1）構成要素：各認知領域の構成要素、点、線、面そして、時間的変動要素に分類したものである。構成要素間相互のまとまりを分析することは地域
における認知領域の把握において重要である。

図 1　分析対象地域の住棟配置

⑦リバーポイントタワー

サンプル数：１５

サンプル数：２６

サンプル数：９

④シティフロントタワー

サンプル数：６

③コーシャタワー佃

サンプル数：１８

②イーストタワーズⅡ

サンプル数：１４

①イーストタワーズ

サンプル数：１９

⑥センチュリーパークタワー

⑤スカイライトタワー

図２ 断面図・平面図
N

0 100 250 500

内陸側 沿岸側

１．研究の背景と目的
　現在の我が国における市街地規模の集合住宅計画は、
高層化・標準化計画による供給中心の計画が行われて
きた。しかし、集住体という新しい居住環境に対する、
有効な都市・計画手法はいまだ構築されておらず、早
急な建築、計画手法の資料となる研究が必要である。
　これまでの研究においては、高さの異なる集住体に
対する計画手法として、幕張ベイタウンの沿道中庭型
中層・高層・超高層住棟の居住者における認知特性及
び配置計画と認知領域との構成を考察した。
　既関連研究では「大川端リバーシティ２１」におい
て垂直方向に起因する認知領域の変化要因とその構造
を分析、変位層という概念を抽出し、垂直方向に起因
した認知に基づく集合住宅計画の手法を提示している。
　さらに新たな計画手法として「大川端リバーシティ
２１」に建つ集合住宅の居住者を対象とし、各住棟で
居住者の認知領域の立体変化について調査・分析・考
察している。
　以上を踏まえ、本稿は認知領域の立体変化について
の考察から各住棟それぞれ沿岸側と内陸側に分けて認
知マップを作成し考察を行う。居住者の認知領域と居
住配置の関係性を把握することを目的とする。

２．調査・分析概要
２．１．研究調査対象地域

超高層住宅の集住体における住棟ごとの認知領域の構成に関する研究
-大川端リバーシティ 2 1 におけるケーススタディ -

日大生産工（学部）○渡邉　脩亮 日大生産工（院）　渡邊　啓生
日大生産工　大内　宏友

表 1　調査内容

属性調査

日常ルート調査

行動の認知領域調査

認知領域構成要素調査庫

構成要素の可視性意識調査

にぎわい・わたしの町・身近な水辺・身近な緑地・
　　　　ランドマークの認知領域調査

以前居住していたまち・住まいとの比較調査

2002年以降変化調査９

近隣住民と認識する範囲調査
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　調査対象地域は「都市型住宅」のモデル的存在であ
る、東京都中央区の「大川端リバーシティ２１」とす
る。対象地の高層住宅は同一平面計画の積層であり、
認知特性を把握する上で適していると言える。
２．２．調査概要
□調査期間
第一期：2002年8月
第二期：2005年7月・8月
（本稿では第二期の調査をもとに分析を行う）
□調査内容：以下の項目について調査を行った（表1）

6）

5）

表 2　各住棟被験者数
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＊2）圏域図示法：この方法は、対象地域をよく認知している被験者を対象とし、限定された小地域の空間を対象とした研究に適している。認知の有無
や広がりなどの量的な側面に加え、被験者の内部にある空間の切れ目を示してもらうことにより、間接的にその構造を探るものである。

順位 項目 度数 ％
1 なし 39 53.42％
2 飲食 13 17.81％
3 買い物 10 13.70％
4 散歩 4 5.48％
4 子どもと遊ぶ 4 5.48％

順位 項目 度数 ％
1 なし 43 57.33％
2 買い物 10 13.33％
3 散歩 6 8％
4 飲食 3 4％
5 近所付き合い 2 2.67％

順位 項目 度数 ％
1 なし 47 67.14％
2 散歩 15 21.43％
3 買い物 2 2.86％
4 近所付き合い 1 1.43％
4 習い事 1 1.43％
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順位 項目 度数 ％
1 なし 21 53.85％
2 買い物 8 20.51％
3 飲食 6 15.38％
4 散歩 2 5.13％
4 ピクニック・花見 2 5.13％

順位 項目 度数 ％
1 なし 20 48.78％
2 買い物 8 19.51％
3 散歩 3 7.32％
4 飲食 2 4.88％
5 通勤 1 2.44％

順位 項目 度数 ％
1 なし 18 48.65％
2 散歩 8 21.62％
3 友人と会う 1 2.70％
4 - - 0%
5 - - 0%
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図３　構成要素上位表・認知領域図
　　「にぎわい」沿岸側

図７　構成要素上位表・認知領域図
　　「近隣住民」沿岸側

図５　構成要素上位表・認知領域図
　　「わたしのまち」沿岸側

図４　構成要素上位表・認知領域図
　　「にぎわい」内陸側

図８　構成要素上位表・認知領域図
　　「近隣住民」内陸側

図６　構成要素上位表・認知領域図
　　「わたしのまち」内陸側

□調査方法：アンケート対象者は超高層に該当する７
棟の集合住宅の居住者とした。アンケート調査は調査
の偏りをなくすために大川端リバーシティ２１内の公
園・遊歩道・商業施設など至る所で行い、居住者の認
知特性を明らかにするために現地にて圏域図示法　に
よるアンケート調査を行った。

２．３．分析方法
　アンケート調査の結果より、「にぎわい」「わたし
のまち」「近隣住民」「行動範囲」「身近な水辺」
「身近な緑地」の6つの項目の認知領域を把握する。
各項目ごとに認知領域図を作成し、選出した７つの住
棟を各項目ごとにまとめ、比較する。なお、認知領域
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＊3）認知度：ある地区において、個人（サンプル）が認知する場所の和がその地区の回答者が占める割合。その場所においての認知のレベルを示す値。
［認知強度=（認知項目数/回答者数）×１００］

順位 項目 度数 ％
1 散歩 37 40.66％
2 買い物 22 24.18％
3 通勤 8 8.79％
3 なし 8 8.79％
5 運動 4 4.40％

順位 項目 度数 ％
1 散歩 33 45.21％
2 なし 27 36.99％
3 子どもと遊ぶ 6 8.22％
4 娯楽 3 4.11％
5 読書 2 2.74％

順位 項目 度数 ％
1 なし 46 65.71％
2 散歩 17 24.29％
3 子どもと遊ぶ 3 4.29％
4 近所付き合い 2 2.86％
5 船・ボート 1 1.43％
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順位 項目 度数 ％
1 買い物 23 38.98％
2 散歩 17 28.81％
3 通勤 4 6.78％
4 飲食 3 5.08％
4 運動 3 5.08％

順位 項目 度数 ％
1 散歩 23 56.10％
2 なし 11 26.83％
3 娯楽 2 4.88％
4 子どもと遊ぶ 1 2.44％
4 船・ボート 1 2.44％

順位 項目 度数 ％
1 なし 27 69.23％
2 散歩 9 23.08％
3 子どもと遊ぶ 1 2.56％
3 娯楽 1 2.56％
5 - - 0%
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図９　構成要素上位表・認知領域図
　　「行動範囲」沿岸側

図１１　構成要素上位表・認知領域図
　　　「身近な水辺」沿岸側

図１０　構成要素上位表・認知領域図
　　　「行動範囲」内陸側

図１２　構成要素上位表・認知領域図
　　　「身近な水辺」内陸側

図１３　構成要素上位表・認知領域図
　　　「身近な緑地」沿岸側

図１４　構成要素上位表・認知領域図
　　　「身近な緑地」内陸側

図は各住棟沿岸側・内陸側の２方向で分け、方向によ
る認知領域図の違いを確認する。

３．住棟ごとの認知領域の分析・考察
　調査より被験者の「にぎわい」「わたしのまち」
「近隣住民」「行動範囲」「身近な水辺」「身近な緑

地」の認知領域図を作成する。認知領域図のプロット
は認知領域の構成要素を表し、パーセンテージは各認
知項目の領域を重ねた時、被験者の何％がその領域を
認知しているかを表している（以後認知強度と呼ぶ）。
表の％は認知度　を表している。認知領域図及び認知
領域構成要素項目上位表（属性別）から、居住者の広
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がりとその構成要素について沿岸側と内陸側に分けて、
次のように分析する。

にぎわい（図３・図４参照）
　沿岸側は、内陸側に比べ認知度が高い領域が広範囲
である。沿岸側・内陸側ともに構成要素上位表に「買
い物」や「散歩」とあるが、限られた時間の中で顔を
合わせる人も近隣住民と意識している事が分かる。認
知領域図を見ると、沿岸側・内陸側ともに、「月島西
中通り商店街」と各住棟が集合する通りの認知強度が
高いことから、「買い物」で商店街を利用することに
よって行動範囲の領域と認知していることがわかる。
また、棟ごとに比較すると、④シティフロントタワー
において、沿岸側で最も広くにぎわいを認知している
ことがわかる。

わたしのまち（図５・図６参照）
　沿岸側・内陸側ともに佃島を認知しているが、沿岸
側の認知領域は、内陸側よりも「聖路加タワー」や「
聖路加病院」の方向へ広がっている。内陸側は沿岸側
よりも認知強度が高い領域が広範囲である。構成要素
上位表から「買い物」や「散歩」で利用する範囲をわ
たしのまちの領域と捉えていることがわかる。また、
②イーストタワーズⅡと⑦リバーポイントタワーにお
いては、沿岸側よりも内陸側でわたしのまちを広く認
知していることがわかる。

近隣住民（図７・図８参照）
　沿岸側・内陸側ともに、佃島内で認知領域の広がり
は収まっており、認知度の違いもほとんど見られない。
よって、近隣住民の範囲はこの地域において全体的に
認知されていることがわかる。また、沿岸側において
は、③コーシャタワー佃と⑥センチュリーパークタワ
ーで広く認知されていることが確認できた。内陸側に
おいては④シティフロントタワーと⑦リバーポイント
タワーにで広く認知されていることがわかる。構成要
素上位表から「散歩」や「近隣の付き合い」等の日頃
利用する範囲をわたしのまちの領域と捉えていること
がわかる。

行動範囲（図９・図１０参照）
　沿岸側の認知領域の範囲は、内陸側に比べ広範囲に
及んでいる。沿岸側においては、行動範囲の領域は晴
海方面や門前仲町方面へ広がっている。一方、内陸側
は門前仲町方面への認知領域の広がりは見られないこ
とがわかる。しかし、①イーストタワーズⅠと④シテ
ィフロントタワーにおいては、内陸側の認知領域が沿
岸側より広くなっている。また、どの住棟の認知領域
図を見ても、佃島を中心に行動範囲が形成されている
ことがわかる。構成要素上位表から「散歩」や「買い
物」、「通勤」によってわたしのまちの領域と認知し
ていることがわかる。

身近な水辺（図１１・図１２参照）
　沿岸側は、内陸側に比べ認知領域が広範囲で、その
領域は「隅田川」を中心に広がりを見せている。また、
沿岸側と内陸側に違いはほとんど見られないことから、
「隅田川」はこの地域において全体的に認知されてい
る。構成要素上位表より「散歩」等の日頃の行動から
水辺を認知しており、沿岸側においては視覚性から認
知を形成していることがわかる。ただし、②イースト
タワーズⅡと③コーシャタワー佃においては内陸側が
沿岸側より圧倒的に認知領域が広くなっている。また、
⑦リバーポイントタワーにおいては、東側の認知強度
が低いことから、居住配置が関係していることがわか
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身近な緑地（図１３・図１４参照）
　沿岸側・内陸側ともに、「石川島公園」の認知強度
が高く、沿岸側のみ「越中島公園」へ認知領域の広が
りが見られる。住棟ごとに比較すると、内陸側では唯
一④シティフロントタワーにおいて「越中島公園」を
認知している。７棟の中で④シティフロントタワーは
沿岸側・内陸側ともに、「石川島公園」を最も認知し
ていない。これらから、身近な緑地では緑地との距離
や視界が関係していることがわかる。また、構成要素
上位表より「散歩」「子どもと遊ぶ」等の行動から緑
地を認知していることがわかる。

４．まとめ
　本稿における考察を以下にまとめる。
1）居住者の認知領域は住棟配置、沿岸側・内陸側の
２つの居住方向によって、異なった認知領域を示した。
2）沿岸側・内陸側に分けて認知領域図を作成するこ
とで、居住者の認知領域と居住棟配置の関係性を把握
することができた。
3）６つの項目において沿岸側・内陸側による認知領
域が変化しない領域がいくつか見られ、その領域は多
くの居住者に認知されている。
4）各住棟ごとに比較すると、⑥センチュリーパーク
タワーと⑦リバーポイントタワーは、６つの項目にお
ける認知領域が沿岸側・内陸側でばらつく傾向にある
ことがわかった。
5）全体の比較として、６つの項目において沿岸側で
認知領域が広がる傾向にあり、住戸からの視界が深く
関係していることがわかった。

　今後の展開として大川端リバーシティ２１に存在す
る中層・高層住棟の認知領域図及び立体変化図を作成
しそれぞれの比較・分析・考察を行っていく。
　また幕張ベイタウンにおいての認知領域図との比較
も行い、考察する予定である。
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